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講演要旨 

視覚障害者または聴覚障害者が、学会での発表及び聴講する場合、また、大学等での講義受講をする場合、あるいは、講演会

や会議などに参加する場合、視覚または聴覚に障害を補う情報保障がされななければ、講演内容を理解するのは困難である。ま

た意思疎通に関する適切な援助が提供されなければ、質疑応答、議論が、活発に行えない。これらの障害者が、不利益を得ずに

講演会等に参加できるよう、情報保障を行う体制を整えていく必要がある。画像電子学会の視覚・聴覚支援システム研究会では、

これらの障害の当事者も参加して視覚・聴覚支援技術について研究会を行ってきた。予稿原稿のテキストファイル配布、要約筆

記、手話通訳などを利用し、視覚障害者・聴覚障害者も晴眼者・健聴者と同等に発表し、議論をすることができた。しかし、学

会に対応できる要約筆記者、手話通訳者の手配、予算の捻出などで課題もある。近年は、IoT を含めインターネット技術の進展、

認識・合成技術の進展などにより、ソフトウェアやインターネットを利用することにより、低コストかつ必要十分な品質で情報

保障をできる可能性がでてきている。本講演では、過去の視覚・聴覚支援システム研究会での事例紹介、インターネットを利用

した情報保障技術の紹介などを行い、これからの情報保障について参加者を交えて考える機会とする。 

 

 学会における情報保障 

 障害者権利条約、障害者差別解消法 

 視覚障害者のための情報保障技術、聴覚障害者のための情報技術 

 インターネット及びソフトウェアを援用した情報保障の可能性 

 遠隔要約筆記／遠隔手話通訳 

 音声認識 

 字幕付け 

 音声ガイド 

 手話アニメーション 

 HTML、DAISY 等、テキストコンテンツ情報の構造化 

 学会における情報保障についてフリーディスカッション 
 


